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　だれでも気軽に楽しめるスポーツの祭典「スポーツ・レクリエーション祭」が10月
17日、酒々井小学校をメイン会場として大室台小学校と町体育館で開かれました。
　各会場ともスポーツの秋を楽しもうと多くの方が会場に訪れ、体力測定コーナー
や昔の遊び体験コーナーなど多くのイベントや大会に参加していました。特に、酒々
井小学校体育館で行われた綱引き大会では、子どもたちを応援する保護者の方たち
の熱い声援が体育館に響きわたり、会場は大盛り上がりでした。
　参加者からは「親子で参加できて楽しかった」「また参加したい」などの声が聞か
れました。（写真：小学生の部で優勝した大室台小チーバくんチーム）

秋季全国火災予防運動、女性の人権ホットライン、労働保険適用推
進月間、動物は正しく飼いましょう、狩猟事故防止、スズメバチに
注意、参加募集他

子どもたちの健康を支えます、莇崇一氏に名誉町民の称号、町民意
識調査結果、パート収入と税金、年末調整説明会、国民年金は税の
控除対象、図書館臨時休館、臨時職員募集

◆発行・編集／酒々井町経営企画課　〒285－8510　千葉県印旛郡酒々井町中央台４－11　☎043（496）1171　◆毎月１回１日発行

人口と世帯数10月１日現在（前月比）　人口21,269人（＋22）　男10,755人（＋12）　女10,514人（＋10）　世帯数8,952世帯（＋17）
　　　　　　　　　　　　　　　　  外国人登録人口253人　男107人　女146人　世帯数72世帯

みんなの力がひとつに！
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の
場
合
は
自
然
消
滅
し
ま
す
が
免

疫
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
感
染

が
長
期
化
す
る
と
子
宮
頚
が
ん
に

進
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
中
で
も
特
に
原
因
と
な
り

や
す
い
16
型
、
18
型
の
感
染
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
、
10
代
前
半
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
予
防
に
効
果
的

で
あ
る
と
さ
れ
、
３
回
の
接
種
で

20
年
以
上
免
疫
が
続
き
ま
す
。

※
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
新
た
な
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
ぐ
も
の
で
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
を
排
除
し
た
り
、
が
ん
を
治

し
た
り
す
る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

接
種
対
象
　
接
種
日
に
町
に
住
所

を
有
す
る
中
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
性

接
種
回
数
　
３
回

※
２
回
目
は
１
回
目
を
接
種
し
て

か
ら
１
か
月
以
上
あ
け
て
接
種
し

ま
す
。
ま
た
、
３
回
目
は
１
回
目

を
接
種
し
て
か
ら
６
か
月
以
上
あ

け
て
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法
　
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
　
１
回
の
接
種
に
つ
き
、

そ
の
接
種
費
用
の
２
分
の
１
（
１

０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、

９
，
０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

助
成
方
法
　
接
種
後
、
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄

膜
炎
を
予
防
す
る
た
め
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

※
こ
の
２
種
類
の
予
防
接
種
は
任

意
接
種
で
す
。
接
種
を
希
望
す
る

保
護
者
の
方
は
、
そ
の
効
果
や
副

作
用
に
つ
い
て
医
師
に
相
談
し
、

十
分
な
理
解
と
同
意
を
し
た
う
え

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
略

し
て
「
Ｈ
ｉ
ｂ
（
ヒ
ブ
）」）
は
、

５
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
、
髄
膜
炎
、

敗
血
症
、
肺
炎
な
ど
の
非
常
に
重

い
全
身
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
病

原
細
菌
で
、
国
内
で
は
年
間
約

６
０
０
人
が
発
症
し
、
そ
の
内
の

約
５
％
が
死
亡
、
約
25
％
に
後
遺

症
が
残
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
こ
と
で
、

ヒ
ブ
に
よ
る
感
染
症
の
予
防
効
果

が
あ
り
ま
す
。

接
種
対
象
者
　
接
種
日
に
町
に
住

所
を
有
す
る
生
後
２
か
月
以
上
５

歳
未
満
の
乳
幼
児

接
種
回
数
　
①
接
種
開
始
年
齢
が

生
後
２
か
月
か
ら
６
か
月
の
場
合
、

初
回
３
回
（
４
～
８
週
間
隔
）
＋

追
加
１
回
（
約
１
年
後
）

②
接
種
開
始
年
齢
が
生
後
７
か
月

か
ら
11
か
月
の
場
合
、
初
回
２
回

（
４
～
８
週
間
隔
）
＋
追
加
１
回

（
約
１
年
後
）

③
接
種
開
始
年
齢
が
１
歳
か
ら
４

歳
の
場
合
は
１
回

接
種
方
法
　
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
　
１
回
の
接
種
に
つ
き

接
種
費
用
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、
４
，

０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

助
成
金
を
受
け
る
に
は
　
①
町
内

の
接
種
可
能
医
療
機
関
（〈
表
１
〉

参
照
）
で
接
種
の
場
合
、
医
療
機

関
備
え
付
け
の
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
助
成
申
請
兼
代
理
受
領
委

任
状
」
を
提
出
す
る
と
接
種
１
回

に
要
し
た
費
用
か
ら
助
成
金
額
が

差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
健
康
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

②
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
る
場
合
、
接
種
後
保
健
セ
ン
タ

ー
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
助
成
金
申
請
書

（
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
り
ま

す
）、
領
収
書
（
接
種
に
要
し
た

費
用
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
母

子
健
康
手
帳
（
接
種
記
録
の
記
載

が
あ
る
も
の
）、
振
込
先
口
座
が

わ
か
る
も
の
、
印
鑑

　
子
宮
頚
が
ん
は
、
近
年
20
歳
か

ら
30
歳
代
と
い
っ
た
若
い
女
性
の

発
症
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
原

因
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
も
の
で
、

女
性
の
約
80
％
が
一
生
に
一
度
は

感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
染
は
一
時
的
で
、
ほ
と
ん
ど

申
請
に
必
要
な
も
の
　
子
宮
頚
が

ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
助
成
金
申

請
書
（
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ

り
ま
す
）、
領
収
書
（
接
種
に
要

し
た
費
用
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、

接
種
済
証
ま
た
は
予
診
票
控
（
接

種
医
師
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、

振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の
、
印

鑑　
平
成
22
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
間
に
ヒ
ブ
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
さ
れ
た
対
象
年
齢
の
方
に

も
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

2

新
た
に
助
成
が

始
ま
っ
た

予
防
接
種

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

助
成

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
支
え
ま
す

〈表１〉予防接種が可能な町内医療機関

医療機関名 所在地 電　話

前田外科内科医院 東酒々井１−１− 77（496）3610

市村外科胃腸科医院 中央台１− 26 −１ （496）2525

東医院 東酒々井３−３− 98（496）8181

林内科小児科医院 東酒々井３−３− 63（496）3170

森のクリニック 中央台２− 19 − 19 （496）6770



　認定こども園は、幼稚園と
保育園のそれぞれの機能と役
割を一体に提供するため、平成18年10
月からスタートした仕組みです。
　町では、学校法人堀口学園認定こど
も園（幼保連携型）の保育園施設整備
事業に対して、国の安心こども基金事
業を活用して、９月補正予算で、補助
金を予算化しました。
　開設される認定こども園には、定員
48人（予定　０歳児～５歳児）の保育
園が設置されることから、現在ある町
立の中央保育園、岩橋保育園のほか
に、入園先の選択肢が増えることにな
ります。
　入園案内は、12月号の広報などで、
お知らせします。
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎ ３７１・３７３

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
」

に
変
更
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
県
の
医
療
費
助
成
事

業
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
12
月
１
日
か

ら
は
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受

給
券
」
と
「
保
険
証
」
を
病
院
な

ど
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

保
険
対
象
医
療
は
、
自
己
負
担
額

（
０
円
ま
た
は
２
０
０
円
）
を
支

払
う
だ
け
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

　
９
月
下
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
し
た
の
で
、
11
月
５
日
㈮
ま
で

に
受
給
券
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
期
限
ま
で
に
提
出
の
あ
っ
た
方

に
は
、
12
月
１
日
か
ら
有
効
の
受

給
券
を
11
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護

者
の
方

　
現
在
、「
乳
幼
児
医
療
費
受
給

券
」
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
新
た

に「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
」

を
11
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。
新
た

に
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
古
い
受
給
券
は
、
こ
ど
も
課

ま
で
ご
返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
１
・
３
７
３

に
酒
々
井
町
に
住
民
登
録
の
あ

っ
た
方
は
不
要
で
す
）

・�

他
制
度
に
よ
り
給
付
を
受
け
た

場
合
は
、
そ
の
証
明
書
等

※
申
請
期
限
は
、
医
療
費
を
支
払

っ
て
か
ら
２
年
で
す
。

助
成
の
方
法
　
審
査
後
、
申
請
時

に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
込
に
よ

り
お
支
払
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
い
た

「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
券
」
の
発

行
が
、
12
月
か
ら
対
象
を
小
学
校

３
年
生
ま
で
に
拡
大
し
、
名
称
も

自
己
負
担
額

・
通
院
１
回
…
２
０
０
円

・
入
院
１
日
…
２
０
０
円

・
調
剤
…
な
し
（
無
料
）

※
市
町
村
民
税
非
課
税
ま
た
は
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
は
、
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
小
学
生
医
療
費
助
成
申
請
書

・
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
の
写
し

・�

医
療
内
容
の
明
細
の
あ
る
領
収

書
の
原
本
ま
た
は
医
療
機
関
等

が
発
行
す
る
小
学
生
医
療
費
計

算
書

・
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の

・�

小
学
生
の
属
す
る
世
帯
の
市
町

村
民
税
の
課
税
状
況
を
証
明
す

る
書
類
（
平
成
22
年
１
月
１
日

　
町
で
は
、
保
健
の
向
上
お
よ
び

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
小
学
生
の
医
療
費
を

助
成
す
る
「
小
学
生
医
療
費
助
成

制
度
」
を
10
月
診
療
分
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
病
院
な
ど
の
窓
口
で
健
康
保
険

証
を
使
っ
て
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
領
収
書
等
を
添
え
て
こ

ど
も
課
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

通
院
・
入
院
時
の
自
己
負
担
額

（
０
円
ま
た
は
２
０
０
円
）
を
差

し
引
い
た
金
額
を
口
座
振
込
に
よ

り
助
成
し
ま
す
。

街かど
ウォッチング
H22.11.  1 3

子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

小
学
生

医
療
費
助
成

子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

図で見る町の子ども医療助成制度

９月24日に長野県阿智村の村長を招いた講
演会が行われ、多くの方が耳を傾けました

住民協働について語る
岡庭一雄村長

認定こども園の開設

乳幼児
医療費助成

小学生
医療費助成
（町独自）

・受給券の発行
・病院などの窓口では200円で受診可能

受診後、領収書などを役場に提出し
後日振込みにより助成

対象年齢が小学校
3年生まで拡大
受給券発行のため
の申請が必要

子ども
医療費助成

12月1日0歳

～

6歳

小学校1年生

～

小学校3年生
小学校4年生

～

小学校6年生



　
町
民
ま
た
は
本
町
に
縁
故
の
深

い
者
で
、
産
業
・
文
化
の
発
達
ま

た
は
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
多
大

な
貢
献
を
し
、
そ
の
功
績
が
卓
絶

で
あ
る
者
に
対
し
て
酒
々
井
町
名

誉
町
民
の
称
号
を
贈
り
、
そ
の
功

労
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　
平
成
22
年
３
月
議
会
に
お
い
て

名
誉
町
民
の
同
意
を
得
て
、
11
月

３
日
、
小
坂
町
長
か
ら
酒
々
井
町

名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
莇
氏
が
助
役
と
し
て
就
任
し
て

い
た
昭
和
46
年
か
ら
昭
和
57
年
は
、

人
口
６
千
人
余
り
の
農
業
を
中
心

と
し
た
町
か
ら
、
人
口
２
万
人
の

住
宅
都
市
へ
と
町
の
姿
が
大
き
く

変
貌
し
た
ま
さ
に
町
の
変
革
期
で

し
た
。

　
こ
う
し
た
時
代
に
莇
氏
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
需
要
の
増
大
に
対

応
す
る
た
め
、
優
れ
た
指
導
力
に

よ
り
職
員
の
先
頭
に
立
ち
町
の
礎

を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
道
２
９
６
号
バ
イ
パ
ス
の
完
成

に
続
き
、
国
道
51
号
バ
イ
パ
ス
の

開
通
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

町
内
主
要
幹
線
道
路
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
の
舗
装
率
を
達
成
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
将
来
的
な
町
の
都
市
基

盤
整
備
の
た
め
、
公
共
下
水
道
事

業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
、

酒
々
井
町
は
県
下
市
町
村
の
中
で

も
高
い
下
水
道
普
及
率
を
誇
る
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
々
増
大
す
る
水
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
尾
上
浄
水
場

の
整
備
・
拡
充
を
図
り
、
町
上
水

道
事
業
の
基
盤
を
確
実
な
も
の
に

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
東
京
国
際
空
港
と
東

関
東
自
動
車
道
に
隣
接
す
る
町
と

し
て
の
立
地
特
性
を
活
か
し
、
町

南
部
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、

工
業
系
の
開
発
計
画
に
携
わ
り
、

そ
の
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
町
の
急
激
な
人
口
増
に

よ
り
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
早
急

な
整
備
が
必
要
と
な
る
中
、
酒
々

井
中
学
校
の
新
築
移
転
と
い
う
大

規
模
事
業
と
、
大
室
台
小
学
校
の

開
校
、
さ
ら
に
、
芸
術
文
化
活
動

の
拠
点
と
し
て
中
央
公
民
館
の
建

設
と
と
も
に
、
生
涯
教
育
の
充
実
・

振
興
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
莇
氏
は
、
千
葉
県
議
会
副
議
長
、

千
葉
県
議
会
議
長
に
就
任
さ
れ
る

な
ど
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

県
政
全
般
に
わ
た
り
幅
広
く
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
酒
々
井
南
部
地
区
開
発

に
お
け
る
墨
地
区
へ
の
企
業
誘
致

実
現
や
、
清
掃
工
場
の
移
転
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
建
設
を
含

め
た
南
部
地
域
の
振
興
の
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
の
橋
上
化
、
Ｊ
Ｒ

快
速
電
車
の
全
便
停
車
、
酒
々
井

イ
ン
タ
ー
チ
�
ン
ジ
設
置
決
定
な

ど
、
町
の
数
々
の
事
業
等
に
関
し

て
、
国
や
県
な
ど
各
方
面
に
積
極

的
な
要
請
を
行
い
、
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
と
酒
々
井
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
、
総
合
的
な
支
援

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
莇
氏
は
、
昭
和
57
年
の
法
人
格

取
得
以
来
、
酒
々
井
町
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
と
し
て
そ
の
重
責
を

担
い
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
社

会
福
祉
事
業
の
発
展
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
３
年
に
設
立
さ

れ
た
東
酒
々
井
第
一
土
地
区
画
整

理
組
合
の
理
事
長
と
し
て
尽
力
さ

れ
、
町
の
都
市
基
盤
整
備
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
12
年
生
ま
れ

県
立
千
葉
高
等
学
校
卒
業

東
京
農
業
大
学
卒
業

主
な
表
彰
歴

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
表
彰

千
葉
県
議
会
表
彰

町
政
施
行
１
２
０
周
年
特
別
記
念

表
彰

旭
日
小
綬
章

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
政
策
秘
書

室
☎

２
０
５
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地
域
発
展
の
功
労
者
と
し
て

莇
崇
一
氏
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
呈

莇
崇
一
氏
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
呈

工事中の国道51号バイパス（昭和55年）

　
町
助
役
を
３
期
11
年
、
千
葉
県
議
会
議
員
を
連
続
６
期
24
年
な
ど
、

長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
莇
崇
一
氏
（
酒
々
井
）

に
、
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
名
誉
町
民
は
、
町
長
を
８
期
務
め
ら
れ
た
故
京
増
正
儀
氏
以
来
、
２

人
目
と
な
り
ま
す
。

莇
あざみ

　崇
たか

一
いち

　氏

名
誉
町
民
と
は

千
葉
県
議
会
議
員

と
し
て
の
功
績

町
助
役
と
し
て
の

功
績

主
な
経
歴

そ
の
他
の
功
績



　町内にお住まいの画家の皆さんが描いた「ふるさと酒々井」の風景を挿絵にした
オリジナル年賀はがきを販売します。
販売枚数　販売枚数　1,100組／4,400枚（４種類の風景画を４枚１組として販売します。）
価　　格　４枚１組／２４０円
予約期間　11月１日㈪～８日㈪（閉庁日を除く）８時30分～17時15分
　　　 　　（電話予約可、売り切れの際はご容赦ください。）
引き換え　予約された方に、後日、引き換えはがきを送付します。
　　　　　なお、引き換えは11月15日㈪以降を予定しています。
申し込み・問い合わせ　経営企画課企画総合調整班☎　２２３
※町ホームページではカラーでご覧になれます。

②「中川の桜」　
羽生　智樹 氏　画

　町のほぼ中心を流れる中川の風景です。春にな
ると桜の花が咲き誇り、町の花見スポットとなっ
ています。

①「馬橋の田園風景」　
　　羽生　智樹 氏　画

　心安らぐ風景は多くの町民に親しまれ、平成22
年度の町のアンケートでは「酒々井らしさ・好き
なところ」で「田園風景」が最も多く選ばれてい
ます。

④「ハーブショップ」　　
田辺　知治 氏　画

　ハーブガーデンでは、春から秋にたくさんの
花々が咲きます。ハーブショップに併設したハー
ブ喫茶コーナーでは、ハーブティーやハーブアイ
スなどが味わえます。

③「酒々井小学校　体育館」　
高橋　　清 氏　画

　平成22年３月に新しい体育館が完成しました。
広さは旧体育館の約２倍となり、災害時の避難場
所や一般開放にも考慮した施設になっています。

内○

11月8日㈪まで予約受付

オリジナル年賀はがき販売
年の初めのごあいさつに

オリジナル年賀はがき販売
年の初めのごあいさつに

オリジナル年賀はがき販売
年の初めのごあいさつに
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　「とても住みよい」、「どちらかといえば住みよい」を合わせた《住みよい》は、52.2％と半数です。また、「ずっ

と住みたい」と「当分は住みつづけたい」を合わせた《住みつづけたい》は、73％に達しています。

※調査票の見方

　○説明文の数字及びグラフの数字は、回答比率（％）です。

　○回答比率（％）は、小数点以下第 2位を四捨五入したため、個々の比率の合計は、100％にならないことがあります。

　○複数回答の質問については、その回答比率の合計は、100％を超える場合があります。

あなたにとって、現在の酒々井町の住みごこち
はいかがですか。

あなたは、これからも酒々井町に住み続けたい
と思いますか。

《半数は住みよい》、7割以上が住み続けたいと感じている

　町では、現在の「第4次酒々井町総合計画」が平成23年度で計画期間が

満了となることから、平成24年度からスタートする第5次酒々井町総合計

画の策定作業を進めています。その一環として、今後のまちづくりのための

基礎資料として、町民意識調査を実施しました。

　調査は、町内にお住まいの満20歳以上の方、2,000人を無作為に抽出し、

本年7月12日から7月26日にかけて行いました。

　その結果、830人（41.5％）の方からご回答いただき、このたび、調査結果がまとまりましたので、概

要をお知らせします。

　なお、調査結果は町のホームページでもご覧いただけます。

6

住みごこち・定住意向について

第 5次酒々井町総合計画の
策定に向けて

第 5次酒々井町総合計画の
策定に向けて

～平成24年度からスタートする新たな計画です～

「町民意識調査」へのご協力ありがとうございました「町民意識調査」へのご協力ありがとうございました

問 問



　地域活動に「現在、参加している」と「積極的に参

加したい」「時間があれば参加したい」を合わせた《参

加したい》は、56.4％と高い割合を示し、町民の地域

活動に対する意識は高くなっています。

　参加したい活動は、「自然環境を守るための環境保

全活動」や「清掃、緑化などの環境美化活動」が上位

となっています。

　町政に関心がある方が63.1％であり、その割合は、

年齢が高くなるに従って高くなる傾向にあります。

　40％の方は、近隣に「助け合える人がいる」と回

答し、「世間話や挨拶をする」人がいる方も48.4％で、

おおむね近隣との付き合いは良好であるといえます。

　産業振興策については、「商業・業務活動を活発に

する」が前回調査（26.7％：平成18年度）に比べ伸び

ていることから、商業振興への期待が伺えます。

あなたは、地域活動やボランティア活動に参加
していますか。また、参加したいと思いますか。

あなたは、町政にどの程度関心を持っています
か。

あなたは近隣にどの程度のお付き合いの方がい
ますか。

あなたは、酒々井町の産業振興についてどのよ
うにお考えですか。

56％が地域活動に参加したいと思っ
ている

6割以上が町政への関心を持っている

近隣との付き合いは、おおむね良好

「商業活動を活発に」が3割に
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町民と行政の協働について

町政について

コミュニティについて

町の産業について

問

問

問

問



　望ましい町のイメージとしては、約半数の49.8％が

「緑豊かな」と回答していることから、自然環境と調

和のとれたまちづくりを望んでいることが伺えます。

　また、「活気のある」が前回調査（14.1％：平成18年度）

よりも大幅に伸び、逆に「素朴な」が前回調査（14.8％：

同）よりも大幅に減少しています。

　取り組んでみたいと考えている町民は、全体の約７

割で、その活動として「スポーツ」、「健康づくり」、「創

作活動」、「高齢化に関するもの」、「生活技術に関する

もの」、「趣味的なもの」の順となっています。取り組

むきっかけとしては、「何かきっかけがほしい」（20.6％）、

「生涯学習に関する情報の充実」（16.9％）、「気軽に相

談できる活動支援の窓口」（16.8％）の順となっています。

　力を入れてもらいたいことでは、「福祉の充実」（39.3％）、

「交通網整備、バス、鉄道などの利便性向上」（33.5％）、

「病院・診療所などの充実」（29.8％）、「自然環境の保

全や公園・緑地の整備」（27.3％）、「交通安全・防犯対

策や災害防止」（20.1％）の順となっており、「安心」と

ともにある程度の「快適性」と「安全」が求められて

います。

　今後、高齢化社会が進行する中で、健康づくりや福

祉を重視したまちづくりが求められています。

あなたが望ましいと思う酒々井町のイメージを
表す言葉として、ふさわしいと思うものは何で
すか。

あなたは、今後どのような活動に取り組みたい
ですか

あなたは、将来の酒々井町がどのように発展す
ることが望ましいと思いますか。

「緑豊かな」「安らぎのある」「活気の
ある」が上位

「取り組んでいる」、「取り組みたい」
が約7割

「福祉の充実」、「利便性の充実」、「病
院の充実」が上位

高齢化社会に対応した健康づくりや福
祉の充実がトップ

8

望ましい町のイメージ

生涯学習について

特に力を入れてもらいたいこと

今後のまちづくりについて

問

問

問



　「出産できる病院や小児医療体制の充実」と「保育

所サービスの拡大」に回答が集中しています。特に「保

育所のサービス拡大」が前回調査（33.8％：平成18年度）

よりも大幅に伸びています。

　「子育て支援や学校教育環境の充実」が１位で、ど

の年代でも最も高く、30歳代では、53.9％と特に高く

なっています。以下「幹線道路や公共交通機関の整

備」、「観光関連産業の活性化による雇用創出」の順と

なっています。

　「町での食料・水・日常生活用品の備蓄」と「非常

持ち出し袋および食料・水の備蓄」が上位を占めてい

ます。続いて「家族との連絡方法や集合場所の確認」

の順となっており、個人での防災対策の重要性を感じ

ていると考えられます。

　「身近な医療機関が整備されていること」、「働く場

があること」、「気軽に参加できる趣味やレクリエー

ションの場があること」の順となっており、コミュニ

ケーションの機会が求められていると考えられます。

あなたは、子育て支援としてどのような施策が
重要だと思いますか。

あなたは、若い世代の住民が定住していくため
には何が必要だと思いますか。

あなたは防災対策として何が必要だと思います
か。

あなたは、いつまでも健康で快適に暮らすこと
ができるために何が必要だと思いますか。

「病院・小児医療体制の充実」と「保
育所サービスの拡大」が上位

「子育て支援や学校教育環境」の充実
が１位

「食料・水」の備蓄が必要が上位

「医療機関の整備」と「働く場がある」
が必要
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子育て支援について 若い世代の定住について

防災について

高齢者福祉について

問 問

問問



　
配
偶
者
や
学
生
な
ど
が
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
で
得
た
給
与
収
入

は
、
税
金
が
か
か
る
対
象
に
な
り

ま
す
。

　「
給
与
収
入
」
と
「
給
与
所
得
」

の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

〈
表
１
〉
の
よ
う
に
、「
収
入
」
か

ら
必
要
経
費
（
例
え
ば
、
衣
服
代
、

飲
食
代
、
交
際
費
、
物
品
購
入
代

な
ど
）
を
差
し
引
い
た
も
の
が
、

「
所
得
」
に
な
り
ま
す
。

　
給
与
収
入
は
、
自
営
業
や
農
業

な
ど
の
場
合
と
異
な
り
、
必
要
経

費
の
計
算
が
繁
雑
と
な
る
た
め
、

国
税
庁
で
収
入
金
額
に
応
じ
た
計

算
式
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ
１
　
パ
ー
ト
収
入
で
１
０
３
万

円
以
内
の
収
入
で
し
た
が
、
な
ぜ

住
民
税
の
納
付
書
が
届
い
た
の
で

す
か
？

Ａ
１
　
個
人
に
税
金
が
か
か
る
か

ど
う
か
は
、〈
表
２
〉
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
所
得
税
は
年
収
が
１
０
３
万
円

（
必
要
経
費
65
万
円
＋
所
得
税
の

基
礎
控
除
38
万
円
）
以
下
で
あ
れ

ば
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
税
は

年
収
が
93
万
円
（
必
要
経
費
65
万

円
＋
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額

28
万
円
）
を
超
え
る
と
均
等
割
や

所
得
割
が
か
か
り
ま
す
。

Ｑ
２
　
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻

で
す
が
、
収
入
が
１
０
３
万
円
を

超
え
て
し
ま
い
、
夫
の
扶
養
家
族

か
ら
外
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

Ａ
２
　
夫
婦
の
場
合
、
夫
が
配
偶

者
控
除
（
人
的
な
扶
養
控
除
）
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、〈
表

３
〉
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
一
般
に
「
扶
養
」
は
、「
税
金

の
扶
養
」と
健
康
保
険
な
ど
の「
扶

養
家
族
」の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

「
税
金
の
扶
養
」
は
、
単
純
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
の
前
年
中
の「
所

得
」
が
38
万
円
以
下
（
パ
ー
ト
の

場
合
で
「
収
入
」
が
１
０
３
万
円

以
下
）
で
あ
れ
ば
、
扶
養
と
し
て

控
除
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
社
会
保
険
な
ど
（
国

民
健
康
保
険
以
外
）
の
い
わ
ゆ
る

「
扶
養
家
族
」
は
、
運
営
し
て
い

る
各
健
康
保
険
組
合
な
ど
に
よ
っ

て
規
定
が
あ
り
ま
す
。
扶
養
家
族

で
収
入
が
あ
る
方
は
、
直
接
加
入

し
て
い
る
保
険
組
合
な
ど
に
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３
　
前
年
中
（
１
月
か
ら
12
月

ま
で
）
は
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
12
月
に
退
職
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
今
年
中
は
収
入
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
な
ぜ
住
民
税
の
納
付
書

が
届
い
た
の
で
す
か
？

Ａ
３
　
所
得
税
（
成
田
税
務
署
が

所
管
）
と
住
民
税
（
町
税
務
課
が

所
管
）
で
は
、〈
表
４
〉
の
と
お

り
税
額
が
確
定
す
る
時
期
が
異
な

り
ま
す
。

　
住
民
税
は
、
前
年
中
の
収
入
に

対
し
て
、
翌
年
度
に
税
額
を
決
定

し
て
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
退
職
し
た
翌
年
は
、
納
税
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
住
民
税
班

☎

１
１
２
・
１
１
３

10

よ
く
あ
る
質
問

知
っ
て
お
こ
う
！

パ
ー
ト
収
入
と
税
金

知
っ
て
お
こ
う
！

パ
ー
ト
収
入
と
税
金

知
っ
て
お
こ
う
！

パ
ー
ト
収
入
と
税
金

知
っ
て
お
こ
う
！

パ
ー
ト
収
入
と
税
金

〈 表１〉給与収入と所得の違い

〈表２〉個人に税金がかかるかどうか？

１年間の収入が1,618,999円までは、650,000円（必要経費）を差し引いた
金額が所得となります。

※住民税均等割額・・・町3,000円＋県1,000＝年税額4,000円

１年間の給与収入

税    目 所得税 住民税

パート・アルバイト

の年収

かからない

かからない

かからない

かかる

  均等割

かからない

かかる※

かかる

かかる

  所得割

かからない

かからない

かかる

かかる

住民税（地方税）
所得税（国税）

〈表３〉夫婦の場合、配偶者控除（人的な扶養控除）が受けられるかどうか？

〈表４〉税額の確定時期

※妻のパート・アルバイトの年収が多いほど、夫が受けられる配偶者特別
控除額は少なくなり、段階別に控除する金額が減ることになりますので、
夫の税額が増えます。

パート・アルバイト

の年収

○ 受けられる

○ 受けられる

○ 受けられる

× 受けられない

× 受けられない

× 受けられない

× 受けられない

○ 受けられる※

所得税・住民税

配偶者特別控除配偶者控除

マイナス 必要経費 所　　得

930,000円

1,000,000円

1,030,000円

93万円以下

93万円超100万円以下

100万円超103万円以下

103万円超

93万円以下

93万円超100万円以下

100万円超103万円以下

103万円超141万円未満

確定する時期

平成22年中（１月～
12月）の収入や控除
から平成23年の５月
または６月に年税額
が確定します。

平成22年中（１月～
12月）の収入や控除
から年末調整または
所得税確定申告によ
り確定します。

－

－

－

650,000円

650,000円

650,000円

280,000円

350,000円

380,000円



　
法
人
お
よ
び
個
人
白
色
申
告
者

の
方
を
対
象
と
し
た
「
平
成
22
年

分
の
年
末
調
整
の
し
か
た
並
び
に

法
定
調
書
及
び
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
に
つ
い
て
」
の
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
青
色
申
告
者
の
方

に
つ
い
て
は
、
12
月
の
青
色
申
告

決
算
説
明
会
で
説
明
す
る
予
定
で

す
。

日
　
時
　
11
月
18
日
㈭

13
時
開
場
（
13
時
30
分
開
始
）

会
　
場
　
印
旛
合
同
庁
舎
２
階

大
会
議
室

　相続や贈与等により遺族の方などが

年金として受給する生命保険金や共済

金に関する所得税の取り扱いを改める

こととしました。

　この取り扱いの変更により、所得税

の還付を受けることができる場合があ

ります。詳しくは、国税庁のホームペ

ージhttp://www.nta.go.jpをご覧いた

だくか、最寄りの税務署にお問い合わ

せください。

問い合わせ　成田税務署☎０４７６

（２８）５１５１

　国税庁では、国や地方公共団体の基

礎となる「税」に対する理解を一層深

めていただくため、11月11日㈭から17

日㈬までを「税を考える週間」と定め

て、「ＩＴ化・国際化と税」をテーマ

として、全国統一キャンペーンを実施

します。

　同時に、電子政府の実現に向けて、

自宅やオフィスのパソコンからインタ

ーネットを通じて申告・納税できる、

　「国税電子申告・納税システム・ｅ

−Tax」を推進します。

問い合わせ　成田税務署☎０４７６

（２８）５１５１

問
い
合
わ
せ
　
成
田
税
務
署
法
人

課
税
第
二
部
門
☎
０
４
７
６
（
２

８
）
５
１
５
１
、
税
務
課
住
民
税

班
☎

１
１
３

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
も
し
く
は
領
収
証

書
（
ご
家
族
の
分
も
納
付
し
た
場

合
は
、
そ
の
ご
家
族
の
分
も
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
ま
た
は
確
定
申
告
を
行
う
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
控
除
証
明
書

に
記
載
さ
れ
る
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
に

伴
う
臨
時
休
館
お
よ
び
年
末
年
始

の
休
館
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

臨
時
休
館
期
間
　
12
月
15
日
㈬
～

12
月
28
日
㈫

年
末
年
始
休
館
　
12
月
29
日
㈬
～

平
成
23
年
１
月
４
日
㈫

　
こ
の
期
間
中
は
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
お
よ
び
図
書
資
料

等
の
貸
出
・
予
約
・
延
長
・
検
索

業
務
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
等
の
図
書
館
業
務
を
休

止
し
ま
す
。
図
書
、
雑
誌
の
返
却

は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
視
聴
覚
資
料
は
プ
リ
ミ

エ
ー
ル
酒
々
井
窓
口
に
直
接
返
却

し
て
く
だ
さ
い
）

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
図
書
館
で
勤
務
で
き
る
非
常
勤

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
２
人
（
12
月
か
ら
勤

務
）

条
　
件
　
町
内
在
住
の
方
で
、
土

日
祝
日
を
含
む
月
８
日
の
勤
務
が

可
能
な
方
（
学
生
不
可
）

勤
務
時
間
　
９
時
～
17
時

勤
務
内
容
　
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
接

客
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
図
書
館
運

営
の
補
助
等
。

報
　
酬
　
月
４
８
，
０
０
０
円

（
交
通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）

申
込
方
法
　
11
月
11
日
㈭
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参
の

う
え
、
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

採
用
方
法
・
通
知
　
書
類
選
考

（
必
要
に
応
じ
面
接
）

採
用
す
る
方
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
図
書
館
☎
（
４
９

６
）
８
６
８
１

　
保
育
園
に
勤
務
で
き
る
臨
時
保

育
士
（
１
日
勤
務
）
を
募
集
し
ま

す
。

賃
　
金
　
時
給
９
５
０
円
（
交
通

費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）

申
込
方
法
　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

と
保
育
士
証
を
持
参
の
う
え
、
中

央
保
育
園
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
保
育
園

☎
（
４
９
６
）
１
２
７
４
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中
央
保
育
園
臨
時
保
育
士
募
集

図
書
館
は
12
月
15
日
か
ら

1
月
4
日
ま
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す

図
書
館
嘱
託
員
募
集

税務署からのお知らせ
相続、贈与等に係る生命（損
害）保険契約等の年金の税
務上の取り扱いが変わりま
した

11月11日～17日は、
税を考える週間

 

年末調整等の
説明会の
お知らせ



・
台
所
で
は
、
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
、

周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
各
部
屋
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
ほ

こ
り
を
た
め
ず
、
定
期
に
点
検
し
、

た
こ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
タ
バ
コ
の
始
末
は
き
ち
ん
と
し

ま
し
ょ
う
。

・
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
放
置
す
る
の
は
、
放
火
の
原

因
と
な
り
と
て
も
危
険
で
す
。
家

の
ま
わ
り
は
い
つ
も
、
き
ち
ん
と

片
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
万
が
一
の
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら

初
期
消
火
の
方
法
や
避
難
方
法
な

ど
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
、

職
場
や
自
治
会
等
で
実
施
す
る
訓

練
に
進
ん
で
参
加
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
、
全
国
で
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
、
１
千
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
約
６
割
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
で
、
逃

げ
遅
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
す
べ
て
の
住
宅
に
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
い
ち
早
く
お
住

ま
い
の
寝
室
・
階
段
な
ど
に
煙
式

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

・
悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
の
対
象
商
品
で

す
。
も
し
も
、
悪
質
な
訪
問
販
売

等
で
高
い
価
格
で
購
入
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
県

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４

７
‐
４
３
４
‐
０
９
９
９
）
に
相

談
し
、
お
近
く
の
消
防
署
へ
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済

シ
ー
ル
」
を
玄
関
先
に
貼
り
、
安

全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
組
合
で
は
、
地
域
の
防
火

対
策
の
推
進
を
目
的
に
既
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
済
み
の
世

帯
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

済
シ
ー
ル
」を
配
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ー
ル
に
は
法
的
効
力
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
シ
ー
ル
を
受
け
取

る
側
の
意
思
で
玄
関
先
等
に
貼
っ

て
い
た
だ
く
「
安
心
シ
ー
ル
」
で

す
。

・
配
付
窓
口
は
、
消
防
本
部
予
防

課
ま
た
は
お
近
く
の
各
消
防
署
お

よ
び
出
張
所
で
す
。

・
シ
ー
ル
の
配
付
枚
数
は
、
一
世

帯
に
１
枚
で
す
。

・
配
付
す
る
際
に
は
、
設
置
状
況

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
の
団
体
な
ど
、
取

り
ま
と
め
て
受
領
す
る
場
合
も
設

置
済
世
帯
数
、
設
置
場
所
（
寝
室
・

階
段
・
台
所
）
の
個
数
を
お
聞
き

し
ま
す
の
で
事
前
に
把
握
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
配
付
窓
口
」
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
佐
倉
市
八
街
市
酒

々
井
町
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
☎
（
４
８
１
）
１
２
１
７

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
女
性
を
め
ぐ

る
各
種
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
期
間
中
、
全
国
一
斉
に

人
権
擁
護
委
員
が
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
、
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮

８
時
30
分
～
19
時
　
※
20
日
㈯
・

21
日
㈰
は
10
時
～
17
時

対
応
者
　
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
女
性
人
権
擁
護
委
員
・
千
葉
地

方
法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
５
７
０
（
０

７
０
）
８
１
０

問
い
合
わ
せ
　
千
葉
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
事
務
局
（
千
葉
地
方

法
務
局
人
権
擁
護
課
内
☎
（
２
４

７
）
３
５
５
５

　「
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
た

ら
、
必
ず
入
ろ
う
。
労
働
保
険
」

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
す
。
農
林
水
産
業

の
使
用
労
働
者
５
人
未
満
の
個
人

事
業
主
を
除
き
、
労
働
者
を
１
人

で
も
使
用
す
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
徴
収
法
に
よ
り
労
働
保
険
に

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
未
手
続
事
業
の
事
業
主
は
、
労

働
者
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
千
葉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
☎
（
２
２
１
）
４
３

１
７

　次のとおり移動交番を開設して各

種届出の受理や周辺の警戒、巡回パ

トロール等を行い、地域の実情に

沿った情報発信や犯罪抑止活動を行

います。

日　時　10日㈬　10時～12時、13日

㈯　９時～14時、17日㈬　14時～16

時、24日㈬　10時～12時

会　場　駅前交流センター（JR酒々

井駅東口広場）

13日㈯のみ、役場駐車場（ふるさと

まつり会場内）で開催

※事情により開設できない場合もあ

ります。�

問い合わせ　佐倉警察署移動交番係

☎（４８４）０１１０

12

11月の移動交番開設日
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
〜
11
月
15
日

消
し
た
か
な

　
あ
な
た
を
守
る

　
　
　
　
　
　
合
言
葉

11
月
は｢

労
働
保
険
適
用

促
進
月
間｣

で
す

住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置

し
ま
し
�
う



　
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
等

の
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
　

　
動
物
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
次

の
こ
と
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

法
令
等
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
違
反
者
に
は
罰
金

等
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
義
務
付
け
て
い
な
く

て
も
周
辺
住
民
や
通
行
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し

ょ
う
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
動
物
に
は
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
付
け
る
な
ど
し
て
飼
い

主
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
犬
に
は
首
輪
等
に
登
録
鑑
札
と

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
必
ず
付

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　
犬
の
放
し
飼
い
は
、
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
鎖
な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、

檻
に
入
れ
て
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き

は
、
犬
を
制
止
で
き
る
人
が
短
い

リ
ー
ド（
引
き
綱
）で
行
い
ま
し
ょ

う
。

　
公
園
等
で
、
リ
ー
ド
を
放
し
て

犬
を
遊
ば
せ
た
り
運
動
さ
せ
る
こ

と
も
、
予
想
外
の
行
動
で
公
園
利

用
者
を
不
安
に
さ
せ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

し
つ
け
を
す
る

　
犬
が
人
と
共
生
し
て
い
く
た
め

に
は
、
人
間
社
会
に
通
用
す
る
最

低
限
の
し
つ
け
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
犬
の
む
だ
吠
え

等
の
鳴
き
声
で
近
隣
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
つ

け
ま
し
ょ
う
。

ね
こ
の
飼
い
方

　
ね
こ
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
ね
こ
は
、
つ
な
い
で
飼
う
、
室

内
で
飼
う
な
ど
の
法
的
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ね
こ
に
よ
る
他
人

へ
の
迷
惑
を
防
止
で
き
、
ま
た
、

病
気
や
交
通
事
故
等
の
危
険
か
ら

ね
こ
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

犬
・
ね
こ
の
排
泄
に
つ
い
て

　
犬
や
ね
こ
に
、
道
路
や
他
人
の

敷
地
内
等
で
排
泄
さ
せ
る
よ
う
な

迷
惑
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
犬

が
散
歩
中
に
フ
ン
を
し
た
場
合
は
、

責
任
を
持
っ
て
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。
散
歩
時
に
お
け
る
排
泄

行
為
は
、
適
切
な
し
つ
け
に
よ
り

や
め
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

餌
付
け
の
禁
止

　
飼
い
主
が
わ
か
ら
な
い
野
良
犬

や
野
良
ね
こ
に
は
、
む
や
み
に
エ

サ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、

か
わ
い
そ
う
な
犬
や
ね
こ
が
増
え

近
隣
で
も
フ
ン
の
被
害
等
も
お
き

て
し
ま
い
ま
す
。

危
険
な
動
物
の
飼
養
許
可

　
サ
ル
・
ヘ
ビ
・
ワ
ニ
等
の
特
定

動
物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
保
健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
動
物
が
逃
げ
出
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
施
設
の
管
理
に
十

分
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
逃
げ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
保

健
所
、
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

　
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま

で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
。

　
動
物
を
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く

だ
さ
い
。
見
つ
か
ら
な
い
場
合
で

も
、
動
物
を
絶
対
捨
て
ず
に
、
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
で
有
料
に
よ
り
引
き

取
り
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
15
時
～
15
時
10
分

場
　
所
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
印
旛
保
健
所
）

問
い
合
わ
せ
　
印
旛
保
健
所
☎

（
４
８
３
）
１
１
３
７
、
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
７
６（
９
３
）

５
７
１
１
、
生
活
環
境
課
☎

３
４
２

　
今
年
は
、
夏
の
猛
暑
の
関
係

で
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が
活
発
に
動

い
て
い
る
姿
が
、
ま
だ
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
自
宅
の
敷
地
内
で
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

た
い
へ
ん
危
険
で
す
の
で
、
直

接
専
門
の
業
者
に
駆
除
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ス
ズ
メ
バ
チ
と
見
分

け
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
他
の

種
類
の
ハ
チ
に
つ
い
て
も
、
役

場
で
は
駆
除
で
き
ま
せ
ん
の
で

直
接
専
門
の
業
者
に
依
頼
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
専
門
の
業
者
が
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
情
報
を
提
供
し
ま
す

の
で
、
生
活
環
境
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
道
路
ま
た
は
公
園
で

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
☎

３
４
２
、
ま
ち
づ
く
り
課
☎

１
５
９

　狩猟期間は、11月15日から

２月15日までです。狩猟者

は、マナーを守り、安全な狩

猟に努めましょう。野外で活

動する場合は、目立つ服装を

着用したりラジオを携帯する

など、事故防止の対策を行い

ましょう。

問い合わせ　県自然保護課

☎（２２３）２９７２

H22.11.  1 13

狩猟がはじまります

ス
ズ
メ
バ
チ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間
」

動
物
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

動
物
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

動
物
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う



一緒に見つけてみませんか、まちの魅力！

『酒々井の魅力再発見シンポジウム』『酒々井の魅力再発見シンポジウム』
入場無料
申込不要

日時　11月27日㈯　13時開場
会場　プリミエール酒々井文化ホール

　私たちは『酒々井新酒祭』開催をメインに故郷の魅力を再発見し、皆様

と共有することを目的に活動しています。

　この『酒々井新酒祭』では、酒々井の収穫物や自然の恵みを神様に感謝

し、地元の魅力を集めたお祭りを目指しています。

ホームページ　http://homepage3.nifty.com/sakenomachi

このコーナーに関する問い合わせ　住民協働課☎ ３６１

13：30　開　会

　　　　主催者挨拶（酒々井町長）

13：40　基調講演『酒々井の魅力再発見』

　　　　講師　大野ケイスケ（放送作家、ライター）

15：00　パネルディスカッション

　　　　コーディネーター　庄嶋孝広（市民社会パートナーズ代表）

　　　　パネリスト：酒々井里山フォーラム　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　酒々井すいすい倶楽部

　　　　　　　　　　酒々井ふるさとガイドの会

16：00　閉　会

主　催　酒々井町、自治総合センター

共　催　酒々井町住民活動団体交流会

後　援　総務省

問い合わせ　住民協働課☎ ３６１

※ このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会

からの拠出金を受けて実施するものです。

【開催趣旨】

　住民活動の活性化を図るためには、町民だれもが酒々井町の魅力を知り地域に愛着を持つことが必要です。

　そこで、酒々井町出身の著名人による外から見て気がついた酒々井町の魅力についての講演と、地域で住民

活動を行う代表者とのパネルディスカッションを通じて、酒々井町の魅力を再発見しさまざまな住民のまちづ

くり活動が充実、発展していくことを目指します。

14

活
動
団
体
紹
介
⑦

酒々井すいすい倶楽部　　酒々井ならではの祭りを模索、町の魅力を再発見します。

【講師プロフィール】

1973年生まれ、酒々井町酒々井出身

主な仕事　「ミュージックフェア」「クイズ！

ヘキサゴンⅡ」「ＳＰＯＲＴ」「うまプロ」

「スマップパワースプラッシュ」「いとうせ

いこうグリーンフェスタ」「F１グランプリ」

「木更津だう！」などを担当

・オフィシャルブログ「KING’S COMIX!」

　アドレス　http://ameblo.jp/keisuke-ohno/

大野ケイスケさん

© 桐島ローランド



　
中
央
公
民
館
と
そ
の
周
辺
を
会

場
に
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
生
産
品

や
産
業
の
紹
介
、
新
鮮
な
野
菜
の

即
売
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
等

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
無
料
で
お
得
な
催
し
が

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
駐
車
場
は
毎
年
た
い
へ

ん
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
徒
歩
や

乗
り
合
わ
せ
で
の
ご
来
場
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

農
産
物
共
進
会

　
町
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
果

実
、
穀
物
、
生
活
改
善
の
部
等
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
　

　
た
だ
し
、
展
示
・
予
約
売
渡
は
、

11
月
13
日
㈯
の
１
日
だ
け
で
す
。

商
工
業
品
展

　
清
酒
、
落
花
生
な
ど
町
内
で
生

産
さ
れ
て
い
る
商
工
業
品
の
展
示

会
で
す
。

各
種
模
擬
店

　
各
種
団
体
が
参
加
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
お
店
が

第2回『杉玉・竹工作教室』
日　時　11月６日㈯　９時～15時
　新酒祭に先立ち、祭用の杉玉作りとともに、
自然と親しむ遊びの教室を開催します。
問い合わせ　中台☎０９０（７２０４）０４５５

第5回『酒々井新酒祭』
日　時　11月21日㈰　10時～15時
　酒々井は『酒』という字が二つも入る珍しい
地名。酒々井ならではの魅力を再発見しようと
の試みで始まった『新酒祭』はおかげさまで今
年５回目を迎えます。
　自然の恵みと伝統に感謝しつつ、酒々井の魅
力をにぎやかに楽しみましょう。
問い合わせ　縣

あがた

☎０９０（６７０３）４４５９
※どちらも会場は、飯沼本家敷地内。皆さんの
ご参加を心よりお待ちしております。
主　催　酒々井すいすい倶楽部

並
び
ま
す
。

即
売
会

　
野
菜
、
鉢
花
類
、
農
産
物
加
工

品
、
特
産
品
等
の
即
売
を
行
い
ま

す
。

も
ち
つ
き
コ
ー
ナ
ー

　
昔
な
が
ら
の
キ
ネ
と
ウ
ス
を
使

っ
て
も
ち
つ
き
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
味
わ

い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
産
業
課
農
政
振
興

班
☎

１
４
３

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
一
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

わ
が
家
の
耐
震
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
11
月
13
日
㈯
　

　
　
　
　
９
時
～
15
時

会
　
場
　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
特

設
会
場
（
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
会
場

内
）

相
談
料
　
無
料

用
意
す
る
も
の
　
建
築
確
認
書
の

図
面
、
家
の
見
取
図
、
写
真
等

※
先
着
12
組
ま
で
の
予
約
制
で
す
。

11
月
１
日
㈪
か
ら
８
日
㈪
ま
で
の

間
に
、
電
話
で
ま
ち
づ
く
り
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち

づ
く
り
課
計
画
調
整
班
☎

１
５

５　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、

図
書
館
で
は
、
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
の
ほ
か
、
簡
単
な
工
作
を

し
た
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
は

な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
14
日
㈰

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

会
　
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

会
議
室

対
　
象
　
４
歳
～
小
学
校
低
学
年

問
い
合
わ
せ
　
図
書
館
☎
（
４
９

６
）
８
６
８
２

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
年

も
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
会
場
で
日

用
品
等
の
バ
ザ
ー
と
模
擬
店
を
出

店
し
ま
す
。

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

・�

模
擬
店
（
焼
き
鳥
・
錦
松
梅
・

甘
酒
・
大
学
い
も
・
お
せ
ん
べ

い
）

・
福
祉
ク
イ
ズ
（
14
日
㈰
の
み
）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５
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わ
が
家
の

耐
震
相
談
会

秋
の

お
は
な
し
会

実
り
の
秋
を
楽
し
も
う
！

実
り
の
秋
を
楽
し
も
う
！

実
り
の
秋
を
楽
し
も
う
！

11
月
13
日
・
14
日

第
32
回

　ふ
る
さ
と
ま
つ
り

無料配布のとん汁は、毎年長蛇の列に

お
い
し
さ
も
い
っ
ぱ
い
！

町住民公益活動補助金対象事業



期
　
日
　
11
月
21
日
㈰

　
　
　
　
※
雨
天
中
止

行
き
先
　
君
津
市
（
亀
山
湖
・
三

石
山
コ
ー
ス
　
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

対
　
象
　
町
内
在
住
で
成
人
の
方

80
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
　
２
，
０
０
０
円
（
バ
ス

代
等
　
当
日
集
金
）

申
込
期
間
　
11
月
４
日
㈭
～

　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
11
日
㈭

※
詳
し
く
は
、
11
月
３
日
㈬
の
新

　県では、12月４日㈯から10日㈮までの「人

権週間」にちなみ、人権について考え、理

解を深めていただくため「ちばハートフル・

ヒューマンフェスタ2010」を開催します。

日　時　12月８日㈬　13時～16時

　　　　12時開場

会　場　千葉県文化会館（ＪＲ線本千葉駅

から徒歩10分）※入場料無料

内　容　☆トークショー　出演：乙
おと

武
たけ

洋
ひろ

匡
ただ

さん（作家）、薮
やぶ

本
もと

雅
まさ

子
こ

さん（元日本テレ

ビアナウンサー）　☆石
いし

井
い

明
あけ

美
み

さん（歌手）

によるハートフルコンサート　☆千葉ロッ

テマリーンズ選手１日人権擁護委員任命

式、マリーンズグッズが当たる抽選会他

定　員　1,400人（申込多数の場合は抽選）

申込方法　往復はがきに郵便番号、住所、

氏名、電話番号、入場希望人数（１通につ

き２人まで）、託児サービス・手話通訳・

要約筆記希望の有無、返信用あて先を書い

て郵送してください。

応募期限　11月８日㈪必着

申し込み・問い合わせ　〒260−0855

千葉県庁内郵便局留　ちばハートフル・ヒュ

ーマンフェスタ事務局（県健康福祉政策課内）

☎（２２３）２３４８

聞
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の

う
え
、
社
会
教
育
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

主
　
催
　
町
健
康
体
力
づ
く
り
推

進
員
連
絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

体
育
班
☎

３
２
４

　　
日
ご
ろ
か
ら
家
事
や
育
児
に
頑

張
っ
て
い
る
女
性
の
皆
さ
ん
、
自

分
の
た
め
の
時
間
を
満
喫
し
て
心

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
保
育（
未

就
学
児
ま
で
）が
あ
り
ま
す
の
で
、

子
ど
も
連
れ
の
方
も
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
11
月
26
日
㈮

　
　
　
　
10
時
～
12
時

会
　
場
　
中
央
公
民
館
工
芸
室

内
　
容
　
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
）

定
　
員
　
女
性
20
人
（
申
込
先
着

順
）

材
料
費
　
１
，
５
０
０
円

申
込
期
限
　
11
月
14
日
㈰

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
中
央

公
民
館
☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　
今
年
も
、
町
白
ゆ
り
会
で
は
親

子
で
参
加
で
き
る
楽
し
い
「
親
子

ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
11
日
㈯

　
　
　
　
11
時
30
分
～
15
時

会
　
場
　
社
会
福
祉
協
議
会

対
　
象
　
ひ
と
り
親
家
庭
で
中
学

生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
ゆ
り
会
会
長
　
大
谷
☎
（
４
９

６
）
０
７
２
４
、
社
会
福
祉
協
議

会
☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

　　　　
園
児
や
小
学
生
か
ら
募
集
し
た

飛
行
機
の
デ
ザ
イ
ン
・
ス
ケ
ッ
チ
・

工
作
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
創
造
し
た
楽
し

い
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
11
月
２
日
㈫
～
30
日
㈫

　
　
　
　
10
時
～
17
時

会
　
場
　
航
空
科
学
博
物
館
２
階

展
示
室
（
山
武
郡
芝
山
町
岩
山

１
１
１
‐
３
）

入
館
料
　
大
人
５
０
０
円
、
中
学

・
高
校
生
３
０
０
円
、
４
歳
以
上

小
学
生
ま
で
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
　
航
空
科
学
博
物
館

☎
０
４
７
９
（
７
８
）
０
５
５
７

　
町
で
は
、
住
民
票
の
写
し
や

各
種
証
明
な
ど
を
交
付
す
る
際

に
、
来
庁
者
が
利
用
す
る
窓
口

用
封
筒
を
寄
附
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
寄
附
を
し
て
い
た
だ
け
る
事

業
者
の
方
は
、
財
政
課
に
「
酒

々
井
町
広
告
入
り
公
用
封
筒
寄

附
申
込
書
」
に
企
画
書
な
ど
の

必
要
書
類
を
添
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
広
告
の
内
容
等
に
よ

っ
て
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
財
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

封
筒
の
規
格
　
角
形
６
号
（
ヨ

コ
１
６
２
㎜
×
タ
テ
２
２
９
㎜
）

寄
附
枚
数
　
１
万
枚
～
２
万
枚

程
度

使
用
期
間
　
原
則
一
年

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

財
政
課
管
財
班
☎

２
３
３
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し
す
い
タ
ウ
ン
カ
レ
ッ
ジ

「
わ
た
し
の
時
間
」
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

オータムハイキング

ひ
と
り
親
家
庭
の

み
な
さ
ん
へ

「
第
10
回

キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
展
」

事
業
者
の
広
告
入
り

窓
口
用
封
筒
を
受
け

入
れ
ま
す窓口封筒

広 告広 告

ちばハートフル・
ヒューマンフェス2010



　
平
成
22
年
度
中
に
満
百
歳
に
な

る
、
芥
川
さ
と
さ
ん
（
明
治
44
年

３
月
生
ま
れ
）、
伊
藤
せ
い
さ
ん

（
明
治
44
年
２
月
生
ま
れ
）、
京
須

み
つ
さ
ん
（
明
治
44
年
２
月
生
ま

れ
）
宮
田
き
ん
さ
ん
（
明
治
43
年

６
月
生
ま
れ
）
の
４
人
の
方
に
、

　「
老
人
福
祉
大
会
」
が
９
月
20

日
に
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
で
開

か
れ
、
米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え
ら

れ
た
方
58
人
に
町
と
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
順
天
堂
大
学

の
学
生
に
よ
る
リ
ズ
ム
体
操
や
酒

々
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

行
わ
れ
、
ま
た
演
芸
会
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
有
志
に
よ
る
歌
や
民
謡
、

民
謡
歌
手
の
ゆ
か
り
さ
ん
に
よ
る

歌
も
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
い
一
日

を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

９
月
29
日
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
町
か

ら
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
長
が
４
人
の
お
宅

を
訪
問
し
、
祝
状
の
伝
達
や
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 会 員 募 集

496－4077

会員になって仲間と働いてみませんか

働く意欲のある方にその希望と能力を発揮できる就業の機会を提供します

！

（土日祝祭日を除く）

広告

伊藤せいさん

宮田きんさん

孫のようなゆかりさんの歌声で、会場は和
やかに

京須みつさん

芥川さとさん

百
歳

祝
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

～老人福祉大会～

今年も
盛り上がった



　
墨
の
「
泉
光
院
」
の
境
内
入
口

に
樹
齢
１
０
０
年（
樹
木
医
推
定
）

の
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
平
成
19
年

11
月
25
日
に
町
郷
土
研
究
会
野
草

部
の
調
査
で
『
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ

ウ
』
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
と
は
、
葉

に
小
ぶ
り
の
果
実
（
ギ
ン
ナ
ン
）

が
直
接
付
く
も
の
で
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の

葉
に
果
実
が
付
く
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
良
く
観
察
し
な
い
と
気
が

付
き
ま
せ
ん
。
落
葉
の
季
節
に
注

意
深
く
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
オ

ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

の
配
分
金
は
、
高
齢
者
・
障
害

者
団
体
、
福
祉
団
体
、
福
祉
施

設
な
ど
へ
の
援
助
の
ほ
か
、
次

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
】

対
象
者
　
12
月
１
日
現
在
で
75

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

内
　
容
　
お
せ
ち
料
理
の
配
布

申
込
方
法
　
社
会
福
祉
協
議
会

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
期
間
　
11
月
４
日
㈭
～
11

月
26
日
㈮

配
送
方
法
等
　
お
申
し
込
み
を

い
た
だ
い
た
方
に
は
決
定
か
否

か
の
通
知
を
12
月
７
日
以
降
に

郵
送
し
、
配
送
に
つ
い
て
は
12

月
25
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

業
者
が
配
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社

会
福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）

６
６
３
５

　
現
在
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
は

全
国
で
60
か
所
弱
、
県
内
で
は
２

か
所
（
富
津
市
竹
岡
、
神
崎
町
神

崎
）
の
み
で
、
大
変
貴
重
な
発
見

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
文
化

財
班
☎

３
２
２

　
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

９
月
26
日
、
中
央
保
育
園
父
母
の

会
主
催
に
よ
る「
わ
ん
ぱ
く
祭
り
」

が
中
央
保
育
園
の
園
庭
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
役
員
の
皆
さ
ん
が
準

備
し
た
模
擬
店
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
、
焼
き
そ
ば
や
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
は
、
天
気
も
良
く
、

多
く
の
方
が
来
場
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や

昔
の
遊
び
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り

手
話
サ
ー
ク
ル
の
方
々
と
い
っ
し

ょ
に
手
話
ダ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
り
み
ん
な
で
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
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（家族から一言）
桃菜が生まれてから、毎日が感動で
いっぱいです。みんなに笑顔をあり
がとう。

越川　桃菜ちゃん（本佐倉）
　　　＜平成22年3月24日生まれ＞

こしかわ もも  な

200

おいしいフランクを召し上がれ

有志の方々により説明板が設置されました

泉光院の境内入り口で、採取した
「オハツキイチョウ」

手話ダンスにチャレンジする子どもたち

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金

皆
さ
ん
の
善
意
を
生
か
し
ま
す

貴
重
な
発
見
！
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

貴
重
な
発
見
！
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

貴
重
な
発
見
！
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

今
年
は
、
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
？

今
年
は
、
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
？

み
ん
な
で

　祭
り
を
満
喫

み
ん
な
で

　祭
り
を
満
喫

中
央
保
育
園
「
わ
ん
ぱ
く
祭
り
」



♦ 

俳
　
句

♦ 

短
　
歌

沼
の
景
変
へ
て
台
風
一
過
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
悦
子

山
荘
の
月
の
明
り
の
露
天
風
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
陽
子

秋
茄
子
の
ほ
ろ
り
と
く
づ
れ
夕
餉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
美
津
江

み
わ
た
せ
ば
沼
の
色
濃
き
草
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遊
琴

心
太
名
所
巡
り
の
足
休
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

沼
風
に
な
び
く
穭ひ
つ
じ

の
育
ち
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
口
　
　
仁

盛
夏
耐
え
憂
き
事
す
で
に
遠
く
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
正
子

笹
の
先
ゆ
ら
し
な
が
ら
の
あ
き
あ
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
松
居
美
智
子

全
身
を
震
わ
せ
な
が
ら
花
開
く
一
夜
か
ぎ
り
の
月
下
美
人
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
章
子

四
十
年
振
り
に
奈
良
に
来
た
り
て
亡
き
友
と
廻
り
歩
み
し
法
隆
寺
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

老
衰
も
ぼ
け
も
こ
こ
ら
で
打
ち
切
り
て
お
迎
へ
あ
ら
ば
有
難
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
子

長
島
の
万
葉
歌
碑
は
苔こ
け

生む

し
て
幽か
す

か
な
文
字
に
歌う
た
び
と人

偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
教
子

事
も
な
く
今
日
の
一ひ
と

日ひ

も
暮
れ
ゆ
き
ぬ
夕
刊
配
る
単バ
イ
ク車
の
響
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
昭
子

（
金
銭
）

・
長
町
の
清
水
　
お
さ
い
銭
　
　
　
２
千
１
５
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
円

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た

10
月
２
日
、
第
65
回
国
民
体
育
大

会
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
行
事
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
酒
々

井
大
会
」
が
、
し
す
い
の
森
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
26
歳

か
ら
85
歳
ま
で
３
０
３
人
が
参
加

し
、
国
体
の
正
式
種
目
同
様
に
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
37
年
ぶ
り

に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
国
体
に

参
加
で
き
て
、
非
常
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

H22.11.  1 19

あ
り
が
と
う

チーバくんもチャレンジ

豪快なスイングを見せる参加者 この１打に集中！

酒々井太鼓でおもてなし

今大会に参加した選手の皆さんと関係者の皆さん

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
酒
々
井
大
会



　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
型
肥
満
症
候
群
）を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

普
段
の
運
動
と
食
事
が
大
切
で
す
。そ
こ
で
、

こ
の
講
座
で
は
、
野
菜
や
豆
類
、
穀
類
を
工

夫
し
て
調
理
し
た
精
進
料
理
に
注
目
し
、
栄

養
士
に
よ
る
家
庭
で
も
作
れ
る
レ
シ
ピ
の
紹

介
と
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
予
防

の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
、
さ
ら
に
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
11
月
26
日
㈮
　
9
時
～
13
時

会
　
場
　
中
央
公
民
館
調
理
室

内
　
容
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予

防
に
つ
い
て
の
講
義
と
調
理
実
習

定
　
員
　
25
人
（
申
込
先
着
順
）

費
　
用
　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接
保
健
セ
ン
タ

ー
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

日
　
時
　
12
月
７
日
㈫
、
８
日
㈬

①
９
時
　
②
10
時
　
③
11
時
　
④
13
時
30
分

⑤
14
時
30
分

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
20
歳
以
上
の
女
性

※
昨
年
受
診
さ
れ
た
方
で
異
常
が
な
い
方
や

す
で
に
骨
粗
し
ょ
う
症
で
治
療
し
て
い
る
方

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

内
　
容
　
問
診
・
か
か
と
の
骨
密
度
超
音
波

測
定

※
素
足
で
測
定
し
ま
す
の
で
、
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
　

定
　
員
　
先
着
２
５
０
人
（
各
回
25
人
）

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
11
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
10
月
１
日
か
ら
全
町
民
を
対
象
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
３
価
ワ
ク
チ
ン
…
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
の
予
防
接
種
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
各
医
療
機

関
に
予
約
し
て
、
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
限
　
平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

【
65
歳
以
上
の
方
】

　
９
月
下
旬
に
郵
送
し
た
予
診
票（
ブ
ル
ー
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
医
療
機
関
で
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
接
種
費
用
は
１
，
６
０
０
円
で
す
。

【
一
般
の
方
】

　
町
内
医
療
機
関
に
配
布
さ
れ
た
予
診
票

（
白
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
接
種
費
用
は
、
１
回
目
３
，
６
０

０
円
、
２
回
目
２
，
５
５
０
円
（
１
回
目
と

同
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
）
で
す
。

※
２
回
目
接
種
は
、
13
歳
未
満
の
方
お
よ
び

医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
町
外
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
各
医
療
機
関
に
あ
る
予
診
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

接
種
料
金
は
、
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

接
種
費
用
の
助
成
　
生
活
保
護
世
帯
、
町
民

税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
に

よ
り
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
、
接
種
後
に
次
の
も
の
を
持
参
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
　
①
自
己
負
担
金
の
領
収
書

②
接
種
済
証
明
書
ま
た
は
母
子
健
康
手
帳
　

③
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の
　
④
印
鑑

申
請
期
限
　
接
種
日
か
ら
30
日
以
内

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
安
心
し
て
出
産
・
育
児
を
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
友
達
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
11
月
27
日
㈯
　

　
　
　
　
12
時
30
分
～
15
時
30
分

※
12
時
か
ら
受
付
を
行
い
ま
す
。
妊
婦
体
験

は
12
時
か
ら
12
時
30
分
の
間
に
行
い
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
　
容
　
パ
パ
の
妊
婦
体
験
、
も
く
浴
・
調

乳
実
習
、
２
人
で
行
う
妊
婦
体
操
、
家
族
計

画会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・
母

子
健
康
手
帳
副
読
本

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
11
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
千
葉
県
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
お
よ
び
エ
イ

ズ
患
者
数
が
全
国
で
４
番
目
に
多
い
都
道
府

県
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
治
療
開
始
の
遅

れ
は
、
生
活
の
質
の
低
下
や
生
命
予
後
の
悪

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
コ
ン
ド
ー
ム
を
用
い
な
い
性
行
為
を
し
た

り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
か
も
、
と
不
安
に

思
っ
た
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
検
査
を
受
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
な
い

と
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の

心
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日

①
日
中
検
査
…
９
時
30
分
～
10
時
30
分

②
夜
間
検
査
…
17
時
30
分
～
19
時
30
分

会
　
場
　
印
旛
合
同
庁
舎
内
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）

受
付
時
間
　
13
時
15
分
～
16
時

対
　
象
　
検
査
を
希
望
す
る
方

※
検
査
結
果
は
、
約
２
週
間
後
に
直
接
本
人

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
に
は

即
日
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
日
中
検

査
に
限
り
ま
す
）。

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
健
康
生
活
支
援
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）
健
康
生
活
支
援

課
☎
（
４
８
３
）
１
１
３
５

20

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

精
進
風
料
理
で
カ
ロ
リ
ー
オ
フ

「
メ
タ
ボ
予
防
の
た
め
の
栄
養
学
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
検
診

も
う
す
ぐ
マ
マ
・
パ
パ
に
な
る
方
へ

「
マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
」



※受診の際は、保険証をお持ちください。

◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0〜15歳まで）
日時

場所　佐倉市江原台2-27
　　   （佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
◎成田市急病診療所
場所　成田市赤坂1-3-1
　　   （成田市保健福祉館内）
　　　☎0476（27）1116
※来診希望の方は、まずお電話ください。

こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000
　　　（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

診療科目および日時

会場：保健センター

保健センター　☎（496）0090
問い合わせ

診療科目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10:00 〜 17:00
0 7 日 ・ 1 4 日
2 1 日 ・ 2 8 日

19:00 〜 23:00 毎　　　日

外 科 10:00 〜 17:00 03日・7日・14日
21日・23日・28日歯 科 10:00 〜 17:00

予防接種

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せき

ジフテリア破傷風混合・日本脳炎 委託医療機関で
実施中

65歳以上の方 インフルエンザ

日 内　　　容 時　間

2日㈫

乳 

児 

相 

談

10か月児
Ｈ21.12月生

10:00 ～ 11:00

4か月児
Ｈ22.6月生

13:30 ～ 14:30

4日㈭
10日㈬
17日㈬

マタニティクラス
受付時間

13:00 ～ 14:00

17日㈬
24日㈬

ゆりかごルーム 09:30 〜 12:00

25日㈭
3歳児健康診査

H19.4月生・H19.5月生
受付時間

12:45 ～ 13:15

27日㈯ ママパパクラス
受付時間

12:00 ～ 12:30

毎週月曜日 健康相談 09:30 〜 11:00

　
80
歳
で
20
本
の
歯
を
保
つ
こ
と
を
目
標
に
、

歯
の
健
康
を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

い
い
歯
で
、
健
や
か
で
豊
か
な
生
活
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
思
春
期
の
性
に
関
す
る
悩
み
や
男
性
更
年

期
障
害
、
泌
尿
器
科
疾
患
、
男
性
性
機
能
障

害
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
心
身
の
不
調
な
ど

月〜土曜日 19時〜翌日６時

日曜日・祝日 ９時〜 17時、
19時〜翌日６時

の
こ
こ
ろ
や
体
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
医

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時

①
泌
尿
器
科
医
師
…
偶
数
月
第
３
木
曜
日
15

時
40
分
～
17
時
30
分

②
精
神
科
医
師
…
奇
数
月
第
２
木
曜
日

13
時
45
分
～
16
時

※
一
人
あ
た
り
約
30
分
の
面
接
時
間
を
と
っ

て
い
ま
す
。

会
　
場
　
印
旛
合
同
庁
舎
内
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）

対
　
象
　
思
春
期
以
降
の
男
性
お
よ
び
そ
の

家
族

定
　
員
　
各
回
３
人

相
談
料
　
無
料

申
込
方
法
　
相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話

で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉

課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）
地
域
保
健
福
祉

課
☎
（
４
８
３
）
１
１
３
４

　
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
方

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
の
種
類
・
日
時

①
電
話
相
談
　
月
曜
日
～
金
曜
日

９
時
～
17
時
　
※
祝
祭
日
を
除
く

②
面
接
相
談
　
毎
週
火
曜
日
　
※
面
接
相
談

は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

会
　
場
　
印
旛
合
同
庁
舎
内
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）

費
　
用
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）
地
域
保
健
福
祉

課
☎
（
４
８
３
）
０
７
１
１
（
専
用
電
話
）

日　時　11月13日㈯　10時～ 11時45分
　　　　　　　　　　13時～ 15時30分
会　場　保健センター
※�今回の献血は200・400
ミリリットルです。

H22.11.  1 21

男
性
の
こ
こ
ろ
と

身
体
の
健
康
相
談

11
月
8
日
は

「
い
い
歯
の
日
」

 

配
偶
者
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）相
談
窓
口

あなたが誰かを救えます
～献血にご協力を～



納付期限
　 11月30日㈫まで

納税には便利な口座振替を

第５期
第５期

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

今月の納期

11月の

【千葉県中途失聴者・難聴者協会設立
25周年記念大会】
日時　11月14日㈰　10時～ 16時
会場　市川市市民会館（JR総武線本
八幡駅北口より徒歩７分）
費用　チケット代2,500円（弁当付き）
内容　「手話通訳士、朝日カルチャー
センター手話講座講師」田中のり子さ
んの講演、アトラクション他
問い合わせ　NPO千葉県中途失聴者・
難聴者協会事務所☎・ ０４７（４３
２）８０３９
【手話サロン】
日時　11月19日㈮　13時30分～ 16時
会場　社会福祉協議会２階
※筆談を交えながら手話で話す練習を
します。駐車場はありません。
参加費　無料、申込不要
問い合わせ　NPO千葉県中途失聴者・
難聴者協会印旛香取支部事務所
板倉☎０９０（５３０２）０３８５、

（４６１）６５３３

【介護者交流会】
　第15回交流会のテーマは、「在宅で
の看取り」です。人生の最後をどのよ
うに締めくくるか、一緒に勉強しま
しょう。
日時　11月４日㈭　13時30分～ 15時
会場　社会福祉協議会２階会議室
講師　京増内科クリニック　京増院長
問い合わせ　地域包括支援センター☎

（４８１）６３９３

　千葉県労働委員会では、個々の労働
者と使用者の間で解雇、雇い止め、配
転、降格などのトラブルが生じたとき、
当事者間での自主解決が困難な問題に
ついて、個別的労使紛争のあっせんを
行っています。
問い合わせ　千葉労働局委員会事務局
☎（２３１）２１３１

http://www.pref.chiba.lg.jp/chiroui/
index.html
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・
会
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予
約
・
問
い
合
わ
せ

　な
ど

法

律

相

談

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
４
９
６
）６
６
３
５

※
電
話
予
約
制
で
す
。事
前
に
申
し
込
み
を
。

（
先
着
順
１
日
６
件
ま
で
）

11
・
25
日
㈭

　13
時
〜
16
時

社
会
福
祉
協
議
会

子
育
て
電
話
相
談

岩
橋
保
育
園
☎（
４
８
１
）７
０
２
１

中
央
保
育
園
☎（
４
９
６
）１
２
７
４

岩
橋
保
育
園

　月
〜
金
曜
日

（
祝
休
日
を
除
く
）９
時
〜
17
時

月
曜
日
は
栄
養
相
談
も

中
央
保
育
園

　随
時

子
ど
も
相
談（
県
）

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
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地
域
保
健
福
祉
課

☎（
４
８
３
）１
１
２
０

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

月
〜
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
〜
16
時

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

家
庭
児
童
相
談
室

人

権

相

談

9
日
㈫

　13
時
〜
16
時

役
場
西
庁
舎
２
階
会
議
室

人
権
推
進
課
人
権
啓
発
班
☎

　３
３
２

内

子
ど
も
相
談（
町
）
9
日
㈫

　13
時
〜
16
時

役
場
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

　１
３
４

内

消
費
生
活
相
談

5
・
19
日
㈮   

10
時
〜
15
時

役
場
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

産
業
課
商
工
観
光
班
☎

　１
４
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内

家
庭
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・
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除
く
）

　９
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会
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２
２
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で
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。
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除
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〜
16
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学
校
教
育
課
学
校
教
育
班
☎

　３
１
２

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
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障
害
者
相
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月
〜
金
曜
日
（
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休
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除
く
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時
〜
17
時

相
談
員
・
鈴
木
秀
子
さ
ん
、長
野
み
ち
子
さ
ん

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

　１
３
５

内

知
的
障
害
者
相
談

月
〜
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
〜
17
時

相
談
員
・
福
田
美
千
代
さ
ん

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

　１
３
５

内

障
害
者
差
別
相
談

月
〜
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

9
時
〜
17
時

心
配
ご
と
相
談

4
・
18
日
㈭

　13
時
〜
16
時

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
４
９
６
）６
６
３
５

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
６
）５
９
９
１

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（２
２
２
）４
１
３
３

年

金

相

談

11
日
㈭

　10
時
〜
15
時

住
民
課
年
金
班
に
お
越
し
く
だ
さ
い

住
民
課
年
金
班
☎

　1
2
1
・
1
2
2

内

　多重債務や違法な高金利などのヤミ
金融被害でお悩み・お困りの方を対象
に、弁護士や司法書士による無料相談
会を開催します。
日時　11月20日㈯　10時～ 15時
会場　印西市役所（印西市大森2364
－2）
定員　20人（申込先着順）　　　
申し込み・問い合わせ　県県民生活課
☎（２２３）２２９２

・ガスコンロ、ガス小型湯沸器などを
ご使用の際は、必ず換気扇を回すか、
窓を開けてください。換気不良などで
不完全燃焼を起こすと大変危険です。
・ガスストーブをご使用の際は、30
分に１回、換気をしましょう。
※ガス臭いときは、休日夜間を問わず
ご連絡ください。（都市ガス）
連絡先　千葉ガス株式会社成田支社
☎０４７６（２６）２１５１
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高齢者のさまざまな相談を受け付けます

労働条件等でお困りの方へ ガスと暮らしの安心運動実施中

多重債務・ヤミ金融無料相談会中途失聴・難聴者のみなさんへ



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（７時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

日時　11月28日㈰　13時30分開場
　　　14時開演
会場　プリミエール酒々井文化ホール
入場料　無料
曲目　ポップス描写曲「メインストリ
ートで」「笑点のテーマ」他
後援　町教育委員会、八街市教育委員
会、八街市吹奏楽協会
問い合わせ　浅野☎（４４３）７８１４

　「特別支援教育を支える専門性を様々
な視点で考える」～みんなで語ろう！
特別支援教育への願い～をテーマに開
催します。
日時　11月29日㈪　10時～11時40分
会場　千葉県立印旛特別支援学校（印
西市平賀1160−２）
申し込み・問い合わせ　印旛特別支援
学校　担当：田中、鈴木☎０４７６（９
８）２２００、 ０４７６（９８）０
９６９
 

日時　11月20日㈯　12時～16時
　　　（受付11時30分）
会場　千葉県社会福祉センター（千葉
市中央区千葉港４－３）４階会議室
内容　県こども病院皮膚・排泄ケア認
定看護師による「小児オストメイト並
びに排泄機能障害児のケアについて」
参加費　500円（茶菓子代等）
問い合わせ　㈳日本オストミー協会千
葉県支部（月・火・金）☎（３０９）
７５７１

対象者　60 ～ 65歳で無職の方（応募
者多数時抽選）
参加費　無料
申込方法　往復はがきに講習№・講習
名・住所・氏名（フリガナ）・年齢・
電話番号を記入し、返信用あて先明記
のうえ、下記までお申し込みください。
申込締切　11月19日㈮（必着）
申し込み・問い合わせ　〒260 ー 0013
千葉市中央区中央３−９−16　㈳千葉
県シルバー人材センター連合会☎（２
２７）５１１２

　調停委員と弁護士が無料で相談にあ
たります。
相談内容　離婚（年金分割等）、親子
関係（養育費等）、遺産相続、サラ金
債務、賃貸借、土地・建物、近隣との
トラブル、交通事故等
日時　①11月６日㈯　９時～16時
　　　②11月13日㈯　９時～16時
会場　①成田市保健福祉館、四街道市
総合福祉センター、②ミレニアムセン
ター佐倉、印西市総合福祉センター
後援　最高裁判所、千葉地方裁判所、
千葉家庭裁判所、千葉県
申し込み　当日会場で先着順
問い合わせ　佐倉裁判所内庶務課
☎（４８４）１２１５

　「環境」について学び・話し合い・
共有し、課題の解決にむけて行動する
町民活動の場です。
　詳細については「設立趣意書」をご
覧ください。「設立趣意書」（申込書）
は中央公民館等の各公共施設において
あります。
設立総会　平成23年２月予定
発起人　「印旛沼わいわい会議inしす
い運営委員」構成団体（酒々井湧き水
保存会・酒々井里山フォーラム・酒々
井すいすい倶楽部・酒々井町婦人会）
申し込み・問い合わせ　「しすい環境
フォーラム」発起人会事務局　遠藤
博之☎０９０（７２０７）６８８８、

（４９６）８１４７

　千葉県内の事業所で働くすべての労
働者（パート、アルバイト等を含む）
およびその使用者に適用される地域別
最低賃金が改正されました。
　詳しくは、千葉労働局労働基準部賃
金室（☎２２１－２３２８）か最寄り
の労働基準監督署へお問い合わせくだ
さい。
24時間テレフォンサービス
☎（２２１）４７００
千葉労働局ホームページ

http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp

電話相談　月曜日～金曜日（祝日を除
く）９時～12時、13時～17時
弁護士相談　第１・２・３水曜日
13時～16時（予約制で面談のみ）
問い合わせ　千葉自動車保険請求相談
センター☎（２８４）７９５５

時間　9：00 ～ 11：00　お問い合わせは各保育園へ
※お子さんのことで、気になることなどありましたら気軽にご相談ください。
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催 し ・ 講 座

お 知 ら せ

日時　11月９日㈫　
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

印旛特別支援学校「教育ミニ集会」

オストメイト社会適応訓練講習会

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（11月の予定）∽

岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象
散歩

（要予約・10組限定）

身体測定
10日㈬ 親子で体操 10日㈬

乳幼児と保護者読み聞かせ 17日㈬
パネルシアター
身体測定 24日㈬ 身体測定 24日㈬

働きたい高齢者のための講習会

佐倉調停協会の無料調停相談

交通事故無料相談

【講習№】
講習名

定員 日時・会場

【８】
セキュリティ
（警備員）

技能

25人

12／１～12／10（８日間）
9:30～16:30
千葉市生涯学習センター

（千葉市）

【19】
チャイルド
ヘルパー

養成
（注＊）

30人

12／１～１／17、２／18
（11日間）
9:30～16:30
千葉市ビジネス支援センター

（千葉市）

注＊　子育て関連施設での就労を目指します。

音葉ウインド・オーケストラ
第17回定期演奏会

新規設立『しすい環境フォーラム』
会員募集！

｢千葉県最低賃金｣が10月24日から、
時間額744円に改正されました



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

「広報ニューしすい」の有料広告でＰＲしてみませんか！

プリミエール酒々井休館日 11月1・4・8・15・22・24・29日　問（496）8681

図書館館内整理日　21日（木）図書館のみ休館　問（496）8682

11月

申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　１月号掲載希望者は11月25日㈭までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　�05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　�10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　�20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、経
営企画課広報広聴班までお問い合わせください。
☎ 043（496）1171　222

休日窓口開庁日　11月28日（日）8:30 ～ 12:00

【住民課】 住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸
籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るも
のは除く）

【税務課】 納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）
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内

日 行　　事　　名 掲　載
ページ

1㈪
町オリジナル年賀はがき予約開始（〜8日）
生涯学習フェスティバル

（10月31日〜11月3日）

5

10月号12

6㈯

杉玉・竹工作教室（飯沼本家敷地内）
青少年相談員ニュースポーツ教室

（しすいの森パークゴルフ場）
オータムコンサート（プリミエール）

15

10月号11

10月号12

7㈰
秋季町民卓球大会（町体育館）
バドミントンミックス大会

（大室台小学校体育館）

10月号11

10月号11

9㈫ 秋季全国火災予防運動（〜15日） 8

11㈭ おはなし会（15時30分〜プリミエール）

12㈮ 絵本の勉強会（図書館） 10月号12

13㈯ ふるさとまつり（〜14日）
わが家の耐震相談会

15
15

14㈰ 秋のおはなし会（プリミエール） 15

20㈯ オータムハイキング（亀山湖・三石山コース） 16

21㈰ 酒々井新酒祭（飯沼本家敷地内） 15

26㈮ しすいタウンカレッジ「わたしの時間」
（中央公民館） 16

28㈰ おはなし会（15時〜プリミエール）

　
子
ど
も
た
ち
に
昔
な
が
ら
の
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作
り
を
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
、
９
月
15
日
に
上
岩
橋
地
区
の
田

ん
ぼ
で
大
室
台
小
学
校
５
年
生
が
、
ま
た
、
10
月

５
日
に
は
酒
々
井
地
区
の
田
ん
ぼ
で
酒
々
井
小
学

校
５
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
「
稲
刈
り
体
験
学
習
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
学
習
は
５
月
の
田
植
え
か
ら
行
わ
れ

た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
か
ま
の
使
い
方
や

稲
の
束
ね
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
実
際
に
稲

刈
り
に
挑
戦
。
楽
し
そ
う
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら

も
、
刈
り
取
っ
た
黄
金
色
の
稲
を
大
事
そ
う
に
抱

え
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
豊
作
で
す
！

大
室
台
小
学
校
・
酒
々
井
小
学
校
稲
刈
り
体
験
学
習

「酒々井ライオンズクラブ」の皆さんの協力により行われ
た稲刈り体験学習（大室台小学校）

「酒々井里山フォーラム」の皆さんの協力により行わ
れた稲刈り体験学習（酒々井小学校）


